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【会
長
挨
拶
】 

先
ず
以
て
、
万
世
一
系
の
皇
統
を

紡
ぐ
皇
室
を
戴
き
、
尊
き
大
御
心
の

も
と
国
民
が
心
豊
か
に
日
々
の
生
活
を

営
め
る
我
が
国
の
美
し
い
国
柄
を
誇
り

、
謹
ん
で
誠
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄

を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
神

宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
諸
祭
恙
な
く
斎

行
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
慶
賀
に
存

じ
上
げ
ま
す
。 

神
社
庁
様
を
は
じ
め
先
輩
諸
賢
並
び

に
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
常
日

頃
よ
り
神
道
青
年
会
に
対
し
多
大
な

る
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
事
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

去
る
令
和
三
年
三
月
十
八
日
に
開

催
さ
れ
た
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
会

第２２１号 

会   報 

令和３年６月 1日 

佐賀市川原町２‐２７ 

佐賀県神社庁内 

佐賀県神道青年会 

編集部 

佐
賀
県
神
道
青
年
会
の
機
関
誌
「
睦
霊
」
は
県
神
社
界
情
報
誌
と
い
う
自
覚
の
元
に
、
昭
和

二
十
五
年
の
創
刊
以
来
、
青
年
神
職
自
ら
が
発
行
し
て
い
ま
す
。
県
内
全
神
職
は
勿
論
、
神

社
神
道
に
関
心
の
あ
る
多
く
の
篤
信
の
方
々
を
読
者
と
し
て
い
ま
す
。
混
迷
の
世
の
中
に
あ

る
現
在
、
如
何
に
し
た
ら
奉
仕
神
社
を
護
り
、
祭
祀
を
厳
修
し
、
且
つ
祖
先
の
霊
を
慰
め
感

謝
す
る
美
し
い
日
本
の
精
神
文
化
を
次
代
へ
継
承
で
き
る
の
か
を
求
め
続
け
て
い
ま
す
。 

長
に
ご
選
任
を
頂
き
、
神
道
青
年
会

会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
先
輩
諸
賢
が
卓
越
し
た
見
識

を
も
っ
て
活
動
を
展
開
し
築
き
上
げ
紡

い
で
こ
ら
れ
た
歴
史
を
次
世
代
に
受
け

継
ぐ
べ
く
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学

非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、 

斯
界
の

発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
努
力
し
、
会

員
一
同
と
共
に
斯
道
の
研
鑽
に
努
め
て

ゆ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
は
東
日
本
大
震
災
発

災
よ
り
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
年
で
も

あ
り
ま
す
。
復
興
が
少
し
ず
つ
進
む
一

方
で
、
ま
だ
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が

残
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
す
。
今
も
な

お
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
皆
様
が
一
日

で
も
早
く
平
穏
な
日
常
の
暮
ら
し
を
取

り
戻
す
事
が
で
き
る
よ
う
、
祈
る
心
を

一
つ
に
真
の
復
興
に
至
る
ま
で
、
活
動

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
中
今
を
生
き
る
と
と
も
に
、

国
の
隆
昌
と
世
界
の
共
存
共
栄
を
祈

り
、
神
の
み
こ
と
も
ち
と
し
て
の
責
務
を

全
う
し
て
ゆ
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

先
輩
諸
賢
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

、
私
た
ち
会
員
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
も

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
ま
た
会
員
各
位
に
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
会
長
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

古
川 

勝
茂 

 

会長 

古川 勝茂   

（金刀比羅神社 宮司） 
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六
月

四
月

月

二
十
七
～

二
十
八
日

二
十
八
日

二
十
七
日

二
十
六
日

二
十
五
日

十
八
日

十
七
日

十
五
日

三
日

二
日

初
旬

二
日
間

二
十
八
日

八
日

二
十
三
日

下
旬

二
十
一
日

々
十
三
日

六
日

三
日

日

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　
※
中
止

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
年
祝
い
祈
願
祭

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
夏
期
勉
強
会

　
　
　
　
　
　
　
々

熊
本
豪
雨
支
援
活
動
　
土
砂
撤
去
作
業

第
四
十
八
回
神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
研
修
会
　

※
中
止

第
四
十
六
回
九
州
各
県
親
善
野
球
大
会
　
※
中
止

戦
争
犠
牲
者
慰
霊
祭
並
び
に
祖
国
復
帰
祈
願
祭

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
常
任
委
員
会

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
　
九
州
豪
雨
等
報
告
の
会
長
会

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
神
職
子
弟
の
集
い
　
※
中
止

長
崎
・
福
岡
・
佐
賀
神
道
青
年
会
対
馬
研
修
会
　

※
中
止

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
神
饌
田
御
田
植
祭

熊
本
豪
雨
災
害
支
援
活
動
　
支
援
物
資
購
入
・
搬
送

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
　
役
員
会
（

第
二
回
）

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
令
和
二
年
度
定
例
総
会

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
役
員
会

(

第
一
回
）

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
総
会

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
　
役
員
会
（

第
一
回
）

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
早
期
終
息
祈
願
祭

監
査
会

　
　
　
事
　
　
　
業

静
岡
県

神
社
庁

Ｗ
ｅ
ｂ

球
磨
郡
　
大
瀬
阿
蘇
神
社

球
磨
郡
　
大
瀬
阿
蘇
神
社

鹿
児
島
県

鹿
児
島
県

櫛
田
宮

Ｗ
ｅ
ｂ

Ｗ
ｅ
ｂ

長
崎
県
対
馬
市

吉
野
ヶ

里
町

山
鹿
市
　
大
宮
神
社

Ｗ
ｅ
ｂ

書
面
議
決

Ｗ
ｅ
ｂ

書
面
報
告

Ｗ
ｅ
ｂ

唐
津
神
社

　
場
　
所

八
月

七
月

五
月

令
和
二
年
度 

佐
賀
県
神
道
青
年
会 

事
業
活
動
報
告 
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一
月

十
八
日

十
一
～

十
二
日

十
二
日

々
十
一
日

二
十
六
日

十
九
日

十
五
日

十
三
日

十
一
日

十
一
日

四
日

二
十
五
日

　
十
九
日

々

二
十
八
日

二
十
日

二
日

二
十
八
日

二
十
四
日

七
～

八
日

八
日

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
臨
時
総
会

神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会
（

東
北
地
区
主
管
）

※
中
止

長
崎
県
神
道
青
年
会
　
東
日
本
大
震
災
発
災
十
年
研
修
会

神
青
協
　
東
日
本
大
震
災
発
災
十
年
物
故
者
慰
霊
祭

東
日
本
大
震
災
慰
霊
・
復
興
祈
願
祭

神
宮
大
麻
･
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭
奉
仕

神
青
協
　
創
立
七
十
周
年
事
業
 
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
　
役
員
会
（

第
五
回
）

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
役
員
会
（

第
二
回
）

学
神
祭
　
伶
人
奉
仕

年
忘
れ
会
　
※
中
止

令
和
三
年
厄
年
・
歳
祝
い
早
見
表
看
板
作
成

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
　
役
員
会

(

第
四
回
）

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
臨
時
総
会

神
殿
例
祭
　
伶
人
奉
仕

神
饌
米
仕
分
け
作
業

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
佐
賀
整
枝
学
園
七
五
三
祭
奉
仕

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
　
役
員
会
（

第
三
回
）

縣
税
奉
送
作
業

神
宮
大
麻
・
歴
頒
布
始
奉
告
祭
奉
仕

佐
賀
県
神
道
青
年
会
　
神
饌
田
抜
穂
祭

神
道
青
年
全
国
協
議
会
　
海
外
慰
霊
祭
　
※
中
止

神
宮
大
麻
奉
送
活
動

Ｗ
ｅ
ｂ

福
島
県

Ｗ
ｅ
ｂ

福
島
県
　
初
發
神
社

佐
賀
縣
護
國
神
社

神
社
庁

隠
岐
の
島
「

竹
島
の
碑
」

各
奉
務
神
社

Ｗ
ｅ
ｂ

Ｗ
ｅ
ｂ

神
社
庁

佐
賀
縣
護
國
神
社

鹿
児
島
県

Ｗ
ｅ
ｂ

神
社
庁

佐
賀
縣
護
國
神
社

神
社
庁

Ｗ
ｅ
ｂ

祐
徳
稲
荷
神
社

神
社
庁

吉
野
ヶ

里
町

モ
ン
ゴ
ル
国

神
社
庁

九
月

十
二
月

三
月

二
月

十
一
月

十
月
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令
和
三
年
度 

活
動
方
針
並
び
に
活
動
目
標 

 

【
活
動
方
針
】 

 
 

先
ず
以
て
、
謹
ん
で
聖
寿
の

万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
秋
に
は
立
皇
嗣

の
礼
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
御
代

替
り
の
諸
儀
式
が
滞
り
な
く
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
は
慶
賀
の
極

み
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
神
宮
を

は
じ
め
各
御
社
頭
の
御
隆
昌
を
御

祈
念
致
し
ま
す
。 

 

昨
年
、
七
月
に
熊
本
県
を
中
心

に
九
州
や
中
部
地
方
な
ど
日
本
各

地
で
発
生
し
た
集
中
豪
雨
は
各
地

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
年
々
我
々
の
想
像
を
は
る
か

に
超
え
て
く
る
自
然
災
害
に
対
し

て
、
今
後
も
神
社
本
庁
を
始
め
、

神
道
青
年
全
国
協
議
会
、
神
道
青

年
九
州
地
区
協
議
会
、
各
関
連
団

体
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
止
ま
る
所
を
知

ら
ず
、
人
々
の
生
活
や
社
会
の
在
り

方
を
一
変
さ
せ
る
ほ
ど
の
影
響
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
な
ど
、
今
も
社
会
全
体
が
大

き
な
不
安
と
閉
塞
感
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
。
斯
界
に
お
い
て
も
多
く
の

神
社
で
疫
病
の
終
息
を
只
菅
に
祈

る
の
は
勿
論
、
御
祭
神
の
尊
厳
護
持

に
努
め
つ
つ
所
謂
「
新
し
い
生
活
様

式
」
に
考
慮
し
た
護
持
運
営
の
形
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
や
郵
送
に
よ
る
授
与
品

の
授
与
な
ど
急
激
な
勢
い
で
変
化

が
進
み
ま
し
た
。
更
に
祭
礼
や
神
賑

行
事
に
つ
い
て
も
規
模
縮
小
や
形

を
変
え
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
本
義
と
は

異
な
る
あ
く
ま
で
特
例
的
な
も
の

な
の
か
、
そ
れ
と
も
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
て
今
後
も
続
く
新
し
い
形

な
の
か
、
単
純
な
善
し
悪
し
だ
け
で

な
く
、
多
角
的
に
捉
え
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
青
年
会
の

活
動
に
お
い
て
も
参
集
す
る
事
自

体
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
研
修

会
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
活
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

困
難
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
青
年

会
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
、
会
の

た
め
だ
け
の
活
動
を
す
る
の
で
は

な
く
、
必
要
と
さ
れ
る
会
、
会
員
が

活
動
に
誇
り
を
持
て
る
様
に
、
ま
た

充
実
し
た
活
動
を
行
え
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
先
輩

諸
賢
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

我
々
会
員
に
今
後
と
も
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 
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【
活
動
目
標
】 

 

一
、 
青
少
年
教
化
活
動 

御
田
植
え
や
稲
刈
り
、
子
弟
の
集
い
、
大
麻
頒
布
活
動
を
通
し

地
域
・
氏
子
へ
の
教
化
を
図
る
と
共
に
、
神
社
庁
教
化
委
員
会

と
も
連
携
を
図
り
事
業
を
行
い
ま
す
。 

  

一
、 

部
会
活
動 

今
現
在
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
部
会
活
動
を
見
直
し
、
ま
た
、
新

事
業
を
計
画
し
会
員
各
位
の
自
己
啓
発
を
促
す
よ
う
な
活
動

を
展
開
す
る
。 

  

一
、 

英
霊
顕
彰
活
動 

終
戦
七
十
六
年
が
経
過
し
、
戦
後
教
育
に
お
い
て
自
国
の
歴
史

と
道
徳
を
教
え
ら
れ
て
い
な
い
日
本
人
の
多
く
が
、
先
人
た
ち

の
努
力
に
よ
っ
て
今
を
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
、
刹
那

的
、
利
己
的
な
考
え
に
傾
倒
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

私
た
ち
は
、
日
本
、
ま
た
故
郷
の
た
め
に
身
を
も
っ
て
難
局
に

殉
じ
ら
れ
た
英
霊
に
敬
意
と
感
謝
の
誠
を
尽
く
し
、
御
祀
り
を

通
じ
て
英
霊
に
学
び
、
尚
一
層
、
道
徳
心
を
身
に
つ
け
、
世
界

に
対
し
て
、
ま
た
次
代
の
子
ど
も
た
ち
に
も
自
国
を
誇
れ
る
日

本
人
と
な
れ
る
よ
う
に
県
内
外
で
慰
霊
祭
等
の
事
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
。 

  

一
、 

自
然
災
害
復
興
支
援
・
緊
急
時
体
制
の
構
築 

頻
繁
に
発
生
す
る
自
然
災
害
に
対
し
て
神
道
青
年
全
国
協
議

会
・
神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会
・
各
関
連
団
体
と
連
携
を
図
り

取
り
組
む
と
共
に
、
自
然
災
害
・
緊
急
時
の
体
制
作
り
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
災
害
時
の
活
動
に
役
立
ち
そ
う
な
資
格
な
ど
を
取
得

し
て
い
き
ま
す
。 

  

一
、 

会
報
「
睦
霊
」
発
行 

神
青
の
活
動
を
各
位
に
広
く
周
知
す
べ
く
、
年
一
回
の
発
行
。 
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権
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宜 

溝
上
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令
和
二
年
七
月
二
十
八
日
午
後
二

時
よ
り
神
崎
郡
吉
野
ヶ
里
町
大
曲
に

て
「
神
饌
田
御
田
植
祭
」
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
田
植
え
後
の
神
饌

田
の
清
祓
と
い
う
形
式
に
て
執
り
行

わ
れ
、
御
参
列
も
感
染
防
止
の
為
、
ア

グ
リ
ベ
ー
ス
に
い
や
ま
御
代
表
者
様

の
二
名
で
の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
大
雨
の
予
報
で
し
た
が
、

祭
典
準
備
が
整
う
頃
に
は
雨
も
ピ
タ

リ
と
止
み
、
草
の
音
も
さ
や
さ
や
に
雲

の
切
れ
間
か
ら
は
光
射
す
、
な
ん
と
も

清
々
し
い
中
で
の
お
祭
り
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

植
え
ら
れ
た
苗
は
六
月
の
豪
雨
に

も
負
け
ず
、
し
っ
か
り
と
天
に
向
か
い

、
す
く
す
く
と
育
っ
て
お
り
、
秋
に

は
沢
山
の
実
を
実
ら
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
が
日
ご
ろ
口

に
し
て
い
る
お
米
を
始
め
様
々
な
食

物
は
、
生
産
者
様
が
わ
が
子
の
よ
う

に
育
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
食
べ

物
の
流
通
が
滞
り
、
生
産
者
様
が
泣

く
泣
く
廃
棄
さ
れ
て
い
る
姿
が
ニ
ュ

ー
ス
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

と
て
も
心
が
痛
み
ま
し
た
。
日
本
を

始
め
、
先
進
国
で
は
食
べ
物
に
恵
ま

れ
す
ぎ
て
、
感
謝
の
心
が
薄
ら
い
で

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
食
前
、

食
後
の
感
謝
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
外

食
の
際
、
お
腹
が
一
杯
で
食
べ
き
れ

な
い
時
は
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
タ

ッ
パ
ー
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
持

ち
帰
り
が
出
来
な
い
な
ら
ば
、「
残
し

て
し
ま
っ
て
御
免
な
さ
い
」
く
ら
い

は
言
い
ま
し
ょ
う
。 

 

御
田
植
祭
と
は
豊
作
を
祈
願
す
る

も
の
で
す
が
、 

生
産
者
様
へ
の
感
謝
の
心
が
表
れ

る
お
祭
り
で
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

来
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
鎮

ま
り
、
毎
年
恒
例
の
盛
大
な
る
御
田

植
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

神
饌
田
御
田
植
祭 
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去
る
令
和
二
年
八
月
十
五
日
、
神

埼
市
神
埼
町
鎮
座
の
櫛
田
宮
に
て
、

「
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
祭
並
び
に
祖
国

復
帰
祈
願
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
。 

真
夏
の
厳
し
い
日
差
し
が
降
り
注

ぐ
中
、
コ
ロ
ナ
渦
の
影
響
も
あ
っ
た

が
、
県
内
神
社
関
係
者
の
方
々
や
多

数
の
氏
子
総
代
様
に
ご
参
列
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

戦
後
七
十
五
年
が
経
過
し
、
当
時

の
事
を
知
る
方
々
も
年
々
少
な
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
そ
の

悲
惨
さ
を
伝
え
て
い
く
か
課
題
に
な

っ
て
い
る
。
私
が
知
っ
て
い
る
の
は
、

私
の
祖
父
か
ら
聞
い
た
話
も
あ
る

が
、
教
科
書
や
参
考
資
料
と
言
っ
た

学
校
で
学
べ
る
歴
史
の
中
の
一
つ
の

出
来
事
と
い
う
印
象
の
方
が
強
く
、

そ
の
想
い
を
深
く
知
る
機
会
は
な
か

な
か
無
か
っ
た
。 

こ
の
慰
霊
祭
並
び
に
復
帰
祈
願
祭

は
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
思
い
を
馳

せ
、
そ
の
想
い
を
継
承
す
る
た
め
の

一
つ
の
機
会
と
言
え
る
。 

私
た
ち
は
今
現
在
、
平
和
な
時
代

を
生
き
て
い
る
が
、
そ
の
平
和
は
戦

時
中
の
多
く
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
、
高

度
経
済
成
長
期
を
経
て
世
界
的
に
重

要
な
位
置
に
ま
で
発
展
す
る
ま
で
、

 

昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令
和
と
、
平

和
な
時
代
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、

世
界
に
目
を
向
け
る
と
地
域
間
国
家

間
の
紛
争
や
対
立
、
テ
ロ
の
脅
威
な

ど
、
世
界
的
な
平
和
は
ま
だ
ま
だ
遠

い
の
が
現
実
で
あ
る
。 

私
た
ち
が
戦
争
を
実
際
に
経
験
す

る
よ
う
な
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

が
、
先
人
た
ち
の
想
い
を
知
り
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
事
は
現
在
に
生
き

る
私
た
ち
が
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
よ
り

深
く
見
つ
め
て
い
く
事
が
大
事
で
あ

る
。 
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令
和
二
年
八
月
二
十
八
日
、
佐
賀

県
神
社
庁
二
階
神
殿
に
お
い
て
歳

祝
い
祈
願
祭
が
、
宮
崎
会
長
斎
主
以

下
二
名
の
奉
仕
に
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
歳
祝
い
祈
願
祭
は
、
佐
賀
県
神

道
青
年
会
七
十
周
年
事
業
の
一
環

と
し
て
始
め
た
祈
願
祭
で
、
こ
れ
ま

で
佐
賀
県
神
道
青
年
会
を
受
け
継

い
で
こ
ら
れ
た
各
先
輩
方
の
努
力

に
感
謝
の
意
を
伝
え
る
べ
く
、
僭
越

な
が
ら
各
先
輩
方
の
ご
健
康
を
歳

祝
い
と
い
う
形
で
御
祈
念
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
し
て
、
本
年
も
歳
祝

い
を
迎
え
ら
れ
た
各
先
輩
方
に
ご

参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
歳
祝
い
の
意
味
合
い
も
時
代

と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

歳
祝
い
は
「
賀
寿
」
と
も
言
わ
れ
、

古
く
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
風
習
と

さ
れ
、
人
生
五
十
年
と
寿
命
の
短
か

っ
た
昔
は
、
四
十
歳
以
降
か
ら
十
年

お
き
に
「
四
十
の
賀
」「
五
十
の
賀
」

と
祝
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

現
在
の
歳
祝
い
と
い
え
ば
、
六
十
歳

の
還
暦
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
昨

今
、
還
暦
世
代
で
も
現
役
の
人
が
多

い
こ
と
か
ら
、
長
寿
を
祝
う
と
い
う

意
味
合
い
よ
り
も
、
元
気
で
い
る
こ

と
へ
の
感
謝
と
、
家
族
み
ん
な
が
い

つ
ま
で
も
仲
良
く
暮
ら
せ
る
よ
う

に
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
私
達
佐
賀
県
神
道
青

年
会
に
ご
指
導
を
頂
き
、
各
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
も
の
を

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
次
の
世
代

へ
と
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

歳
祝
い
祈
願
祭 
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禰
宜 

松
中
朝
比
古 

 
 

令
和
二
年
九
月
二
十
四
日
、
抜
穂
祭

を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
参
列
は
、
神

饌
田
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
、
ア
グ
リ
ベ
ー
ス
ニ
イ
ヤ
マ
取
締

役
古
賀
洋
一
郎
様
を
始
と
し
た
職
員

の
方
々
で
し
た
。 

 

令
和
二
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
ま
で
も
発

出
さ
れ
る
激
動
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
様
々
な
制
限
の
中
で
あ
っ
て

も
、
私
達
の
食
卓
に
は
変
わ
ら
ず
、
お

米
・
野
菜
が
あ
る
こ
と
に
、
改
め
て
生

産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
く
年

に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
奉
仕
を
通
し
て
、
脈
々
と
受

  

抜
穂
祭 

け
継
が
れ
る
稲
作
の
伝
統
を
肌
で
感

じ
、
そ
の
歴
史
の
中
で
人
が
繋
い
で
い

る
こ
と
の
尊
さ
を
再
確
認
し
感
動
し

た
次
第
で
す
。 

 

今
回
、
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
ア
グ

リ
ベ
ー
ス
ニ
イ
ヤ
マ
様
に
は
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
次
年
度

以
降
も
事
業
を
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
、
会
員
一
同
で
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 
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七
五
三
、
三
歳
の
男
女
は
「
髪
置
」

五
歳
の
男
子
は
「
袴
着
」
七
歳
の
女
子

は
「
紐
落
」
の
祝
い
と
し
て
、
産
土
神

に
参
詣
し
、
健
や
か
な
成
長
を
感
謝
し

将
来
の
幸
運
を
祈
る
も
の
。 

去
る
十
月
二
十
八
日
に
佐
賀
県
神

社
庁
に
て
、
三
十
六
回
目
を
迎
え
る
整

肢
学
園
（
以
下
学
園
）
の
七
五
三
祭
が

行
わ
れ
た
。
例
年
で
あ
れ
が
、
学
園
の

方
に
て
祭
典
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
学
園
側
よ
り

厳
し
い
と
い
う
判
断
を
い
た
だ
い
た
。

我
々
も
人
と
接
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
対
策
は
し
っ
か
り
と
し
て
い
る

が
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
と
い
う
判
断

の
た
め
無
理
強
い
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
た
だ
、
我
々
と
し
て
は
や

は
り
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
祝

い
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
話
し

合
い
の
中
で
祭
典
の
様
子
の
写
真
や

千
歳
飴
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作

成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

祭
典
当
日
は
、
祭
典
前
に
当
日
に

奉
仕
す
る
会
員
全
員
で
千
歳
飴
の
袋

詰
め
を
行
い
、
そ
れ
と
同
時
に
最
上

の
舗
設
も
行
っ
た
。
当
日
は
、
十
六

時
の
開
始
で
宮
崎
会
長
を
斎
主
と

し
、
祭
員
と
令
人
の
七
名
が
集
ま
り

奉
仕
を
し
た
。
私
自
身
、
神
道
青
年

会
で
の
七
五
三
奉
仕
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
緊
張
感
も
あ
っ
た
。 

 

祭
典
後
に
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作

成
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
難
し
い

言
葉
を
使
用
す
る
と
読
め
な
い
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が

読
み
や
す
い
よ
う
に
表
現
を
変
え

る
の
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。 

 

さ
て
、
近
年
少
子
化
に
よ
り
子
ど

も
た
ち
の
数
も
減
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
各
神
社
で
も
お
宮
詣
り
や
七
五

三
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
難
し

い
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

七
五
三
は
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
と
将
来
の
幸
運
を
祈
る
た
め
の

お
祝
い
な
の
で
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
、
写
真
撮
影
の
み
で
終

わ
ら
れ
る
家
族
も
シ
ー
ズ
ン
中
み
ら

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
若
手
は
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
減
り
つ
つ
あ
る

人
生
儀
礼
の
ご
祈
願
を
増
や
し
て
い

く
の
か
、
こ
れ
が
課
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
親
の
世
代

に
ど
う
語
り
か
け
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
世
の

中
で
す
が
、
伝
統
を
残
し
て
い
く
た

め
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
発
信
力
が

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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東
日
本
大
震
災
よ
り
十
年
を
経
た
令

和
三
年
三
月
十
一
日
、
慰
霊
・
復
興
祈

願
祭
が
佐
賀
縣
護
國
神
社
主
催
の
元
、

同
境
内
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
、
神
青

会
員
十
二
名
が
斎
員
と
し
て
奉
仕
さ

せ
て
戴
い
た
。 

こ
の
祭
典
は
佐
賀
若
楠
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
様
の
篤
志
に
よ
り
佐
賀
縣

護
国
神
社
境
内
に
建
立
さ
れ
た
慰
霊

碑
前
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
平
成

二
十
六
年
よ
り
神
道
青
年
会
が
斎
員

と
し
て
奉
仕
し
て
い
る
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
中
、
中
止
と
な
っ
た
政
府

主
催
の
追
悼
式
も
今
年
は
行
わ
れ
、
震

災
発
生
か
ら
十
年
を
迎
え
全
国
各
地

で
犠
牲
者
の
御
霊
へ
鎮
魂
の
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
た
。 

 

当
日
は
穏
や
か
な
日
和
の
下
、
午
後

二
時
三
十
分
に
伶
人
三
管
の
楽
が
鳴

り
響
く
中
厳
か
に
神
事
が
始
ま
り
、
修

祓
、
招
霊
の
儀
に
続
い
て
大
祓
詞
奏

上
。
そ
の
後
震
災
発
生
時
刻
の
午
後
二

時
四
十
六
分
に
合
わ
せ
黙
祷
。
次
に
斎

主
で
あ
る
徳
久
俊
彦
佐
賀
縣
護
國
神

社
宮
司
に
よ
り
祭
文
が
奏
上
さ
れ
た
。 

祭
典
で
は
大
島
仁
志
会
員
の
舞
も

奉
納
さ
れ
、
会
員
を
代
表
し
宮
﨑
貞
克

会
長
が
慰
霊
の
言
葉
を
読
み
上
げ
た

後
、
来
賓
の
佐
賀
県
神
社
庁
松
中
理
事

様
を
始
め
、
日
本
会
議
佐
賀
様
に
よ
る

玉
串
拝
礼
が
行
わ
れ
た
。 

斎
主
挨
拶
で
は
、
十
年
の
節
目
を
迎

え
た
が
今
な
お
被
災
地
で
は
行
方
不

明
者
が
二
千
五
百
二
十
五
人
、
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
る

方
々
も
約
四
万
一
千
人
い
ら
っ
し
ゃ

る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
支
援
が
必

要
な
事
や
、
こ
の
十
年
間
諸
外
国
か
ら

の
沢
山
の
支
援
が
あ
る
こ
と
も
我
々

日
本
人
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
お
話
を
頂
い
た
。 

ま
た
宮
崎
会
長
は
慰
霊
の
言
葉
で
、

青
年
神
職
が
此
の
惨
事
を
忘
れ
ず
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
し
、
地
震
に
限
ら
ず
各
地
で
頻
発

し
て
い
る
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え

を
日
頃
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
た
。 

  

我
々
青
年
神
職
は
こ
の
大
震
災
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
今
後
も
犠
牲
者
の
慰
霊
と
被
災
地

の
一
刻
も
早
い
復
興
を
祈
り
続
け
て

い
く
。 

  

東
日
本
大
震
災
慰
霊
復
興
祈
願
祭 
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佐賀県神道青年会 

看板店 A (佐賀市) 

 

看板店 B (佐賀市) 

 

シートサイズ 

縦１８００ｍｍ 

× 

横９００ｍｍ 

※看板のデザインは 

規格品になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込先 佐賀県神道青年会事務局長 大島仁志 行 

FAX0952-30-9615 申込締切日:令和３年 10月 31 日迄 

塩ビシート 1 枚 6,000円 

厄年・歳祝い早見表 屋外看板用塩ビシート 申込書 

神社名 

電話番号 

鎮座地 
 

看板枚数 枚 

いずれかに〇をご記入ください 新規購入 ・ 再度購入 

≪申込書≫ 


